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〔女性の結婚観〕

■13年前に書いた本の文庫化にあたって、原稿の手直しをしている　　．　、

女性たちの結婚観がこの間にずいぶん変わったことに今更ながら驚かさ

た。たとえば1979年12月に発表された総理府の「婦人に関する世論調査」で

未婚女性の結婚観を見ると「一人立ちできればあえて結婚しなくてもよい」と

考える女性が全体の40％以上います。1972年の調査では20％にすぎなかっ

たから倍増ですが、それでも「結婚したほうがよい」が6割近くあったわけで

す。1990年になるとどうか。質問のとり方が違っているので一概に比較でき

ないのですが、「結婚したい人がいなければ無理にしなくともよい」や「個人の

自由」とする「どちらでもよい」派が20代では74．7％も占め、結婚は「女性

の幸福」であり「精神的経済的安定」であり「自然だから」と考える「結婚し

たほうがよい」派はわずか25．3％にすぎないのです。ずいぶん変わってきたと

思いませんか。私は1947年生まれの団塊の世代で、上の世代とは違う新しい

生き方をしたいと思っていましたけれど、20年前はまだ「25日のクリスマス

ケーキ」なんて言葉があり、私たちは古い結婚観や女性に課せられた役割期待

というものにかなりとらわれていた部分があったと思います。

■今、女性たちの前には多様な選択肢があり、結婚観も生き方も自由になって

きました。それでも、結婚すれば98．6％の人が夫の姓を名乗り、出産育児で仕

事をやめるのは女であり、夫が棲の転勤のために仕事をやめたり転職するとい

う話は余り聞きません。別姓を選択でき、子どもを育てながら働ける社会の仕

組みの整備、離婚の自由が持てる社会、そういうものを女性が勝ちとれるのは、

まだ先のことなのでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　（円より子）
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発
足
当
初
は
2
0
代
3
0
代
の
会
員
が
圧

倒
的
多
数
を
占
め
て
い
た
ハ
ン
ド
も
、
十

数
年
を
経
た
今
で
は
4
0
代
の
会
員
が
過

半
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
昨
年
7
月
か
ら
、
「
こ
れ
か
ら
は

シ
ン
グ
ル
・
ア
ゲ
イ
ン
の
老
後
を
し
っ

か
り
考
え
て
い
こ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、

老
後
へ
の
準
備
を
上
手
に
始
め
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
会
員
の
方
々
を
紹
介
す
る
『
愉

し
い
孤
独
へ
の
助
走
』
の
連
載
を
始
め

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ま
た
現
在
は
、
今

年
7
月
に
開
催
予
定
の
ニ
コ
ニ
コ
離
婚

講
座
第
1
5
0
回
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
ハ
ン
ド
会
員
に
よ
る
シ
ニ
ア
ハ
ウ
ス

作
り
を
提
起
す
べ
く
、
諸
々
の
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆
さ
ん
に

は
来
月
号
以
降
で
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
対
す
る
要
望
等
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

く
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
す
る
つ
も
り

で
す
の
で
、
そ
の
折
は
よ
ろ
し
く
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
当
ハ
ン
ド
紙
面
で
も
、
今
月
号

か
ら
記
念
シ
ン
ポ
と
同
時
に
1
5
0
号

を
迎
え
る
7
月
号
ま
で
の
間
、
シ
ン
ポ

へ
向
け
て
の
準
備
の
意
味
も
兼
ね
て
、
老

後
を
考
え
て
い
く
上
で
ぶ
つ
か
る
種
々

の
問
題
（
年
金
・
貯
蓄
・
老
人
ホ
ー
ム
・

e
t
C
…
）
に
つ
い
て
の
記
事
を
順
次

取
り
上
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
今
回
は
そ
の
第
一
回
目
で
『
年
金
』
に

いて　幽　戸　　　へ。　！ん③　　29“

@，　4》、　　　　　り｝

ﾙ　　　　．　　、　0
轟咳
@38　鯵驚　◎》や・””

巳融騨麟聡

＄纐金 鍵裂

『
年
金
』
は
、
老
後
の
生
活
資
金
の
主
軸

と
も
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
が
ど

ん
な
も
の
で
、
い
く
ら
く
ら
い
自
分
が

も
ら
え
る
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
老
後

の
青
写
真
を
作
ろ
う
に
も
作
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
年
金
の
仕
組
み
は
非
常
に
複
雑

で
、
特
に
何
度
も
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
更
を
迫
ら
れ
る
女
性
の
場
合
、
そ
の

額
を
算
出
す
る
の
は
困
難
な
た
め
、
年
金

が
い
く
ら
も
ら
え
る
の
か
知
る
必
要
性

は
感
じ
な
が
ら
も
、
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で

い
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
読
売
新
聞
社
記
者

で
、
年
金
に
つ
い
て
の
知
識
が
深
く
、
講

演
等
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
小
野
田
満

雄
氏
に
、
年
金
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
文
は
小
野
田
氏
の
ご
厚
意
に
よ
る

寄
稿
文
で
す
。

●
年
金
の
基
本
知
識

　
老
後
の
生
活
設
計
の
基
本
的
な
柱
と

な
る
の
が
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
、
そ

し
て
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
等
の
「
公

的
年
金
」
で
す
。
い
く
ら
ぐ
ら
い
期
待

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
本
題
の
年
金

額
算
出
の
仕
方
に
つ
い
て
説
明
す
る
前

に
、
ま
ず
は
基
本
知
識
か
ら
ご
紹
介
。

　
昭
和
6
1
年
か
ら
年
金
制
度
が
大
き
く

変
わ
り
、
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
全
国
民

は
だ
れ
で
も
基
礎
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
厚
生
年
金
に
加
入

し
て
い
る
民
間
企
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、

O
し
も
、
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る

公
務
員
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
自
営
業
者
も
基
礎
年
金
に
入
り

ま
す
。

　
基
礎
年
金
は
国
民
年
金
と
同
じ
で
す

か
ら
、
国
民
年
金
が
ス
タ
ー
ト
し
た
昭

和
3
6
年
か
ら
基
礎
年
金
が
始
ま
っ
た
と

考
え
て
も
い
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
昭

和
3
6
年
以
降
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

に
加
入
し
た
人
は
、
同
時
に
基
礎
年
金

（
国
民
年
金
）
に
も
加
入
し
て
き
た
と
思

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
の
加
入
者
に

は
、
つ
ま
り
、
1
階
部
分
が
基
礎
年
金
、

2
階
部
分
が
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
の

2
本
立
て
の
年
金
が
支
給
さ
れ
る
の
で

（2）
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す
。
自
営
業
者
は
1
階
部
分
の
基
礎
年

金
だ
け
し
か
も
ら
え
ま
せ
ん
。

　
基
礎
年
金
の
加
入
期
間
が
、
原
則
と

し
て
2
5
年
以
上
あ
れ
ば
、
年
金
を
も
ら

え
ま
す
。
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加

入
し
て
き
た
人
も
、
同
時
に
基
礎
年
金

に
も
加
入
し
て
き
た
わ
け
で
す
か
ら
、
2
5

年
以
上
勤
め
れ
ば
O
K
で
す
。
あ
る
時

は
厚
生
年
金
、
あ
る
時
は
国
民
年
金
に

加
入
し
た
場
合
で
も
、
両
方
の
加
入
期

間
を
足
し
て
2
5
年
以
上
あ
れ
ば
い
い
の

で
す
。

　
「
原
則
と
し
て
」
と
書
き
ま
し
た
が
、

も
ち
ろ
ん
例
外
も
あ
り
ま
す
。
む
し
ろ

例
外
の
方
が
多
い
の
で
す
。
〔
表
1
〕
の

よ
う
に
、
生
年
月
日
に
よ
っ
て
は
必
要

な
加
入
期
間
が
2
0
～
2
4
年
に
短
縮
さ
れ

レ表2

ま
す
。
ま
た
〔
表
2
〕
の
よ
う
に
、
女

性
な
ら
4
0
歳
以
降
（
男
性
は
3
5
歳
以
降
）

に
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
場
合
に
は
、
生

年
月
日
に
よ
っ
て
1
5
年
～
1
9
年
に
も
短

縮
さ
れ
ま
す
。
こ
の
加
入
期
間
は
あ
く

ま
で
も
厚
生
年
金
だ
け
で
1
5
～
1
9
年
あ

る
こ
と
が
必
要
で
、
国
民
年
金
と
厚
生

年
金
を
合
わ
せ
て
1
5
年
～
1
9
年
あ
っ
て

も
だ
め
で
す
。

　
加
入
期
間
が
足
り
な
く
て
、
年
金
が

も
ら
え
な
い
と
あ
き
ら
あ
て
い
る
人
が

い
ま
す
が
、
例
外
措
置
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
厚
生
年
金
を
も
ら
い
始
め
る
年
齢
は

女
性
の
場
合
は
〔
表
3
〕
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。
原
則
と
し
て
男
性
と
同
じ
6
0
歳

女子の支給開始年齢▼表3
生年月日（昭和） 支給開始年齢

　　　　　　1　　　　　　　　　　　●

E・

ﾅ岨2甲5割り：肩1巳・15年4月2：日～㍉　．∴・　・

　　55歳、二“，F　幽　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　ρ　　　　」

I今．購●1い　　57歳　　　　　．・　’，　　　’’／／58歳．，　　L・　・甲歳’・

E’ ﾀ0歳㌔、

定額部分の定額単価と報酬比例部分の乗率

か
ら
で
す
が
、
生
年
月
日
に
よ
っ
て
は
6
0

歳
前
か
ら
も
ら
え
ま
す
。
し
か
し
、
6
0
歳

前
か
ら
も
ら
え
る
人
は
厚
生
年
金
に
2
0

年
以
上
（
3
5
歳
以
降
1
5
年
加
入
し
た
人
も

O
K
）
加
入
し
た
人
に
限
り
ま
す
。

●
年
金
額
の
計
算
法

　
さ
て
、
こ
こ
か
ら
本
題
の
年
金
額
の

計
算
法
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

　
昭
和
1
9
年
6
月
生
ま
れ
、
4
8
歳
に
な
る

A
子
さ
ん
に
モ
デ
ル
と
し
て
登
場
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
A
子
さ
ん
は
2
2
歳
で
大
学
を
出
て
金

融
機
関
に
勤
め
ま
し
た
。
5
年
後
の
2
7

歳
の
時
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
結
婚
、
退

職
し
ま
し
た
。
厚
生
年
金
に
は
5
年
間

加
入
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

紛
㈱
例
．
比
率
報
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家
庭
に
入
る
と
国
民
年
金
の
加
入
者

と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
時
は
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
主
婦
は
任
意
加
入
の
扱
い
で
し

た
か
ら
、
A
子
さ
ん
は
入
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
国
民
年
金
に
加
入
し
た
の
は
3
5

歳
の
時
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
何
の
年

金
に
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た
プ
ラ
ン
ク

の
期
間
が
8
年
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
に
手
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た

40
ﾎ
か
ら
再
び
勤
め
に
出
ま
し
た
。
そ

し
て
現
在
ま
で
8
年
間
勤
め
て
い
ま
す
。

　
A
子
さ
ん
は
近
く
夫
と
離
婚
す
る
つ

も
り
で
す
。
夫
も
同
意
し
ま
し
た
。
A

子
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
勤
め
ば
続
け
る
予

定
で
す
。
今
い
る
会
社
に
は
6
0
歳
ま
で

勤
あ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ま
で
勤

め
る
と
、
A
子
さ
ん
の
年
金
歴
は
、
厚
生

年
金
が
2
5
年
に
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
は

35
ﾎ
か
ら
4
0
歳
ま
で
の
5
年
間
で
す
。

　
も
っ
と
も
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
は
、

同
時
に
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
の
加

入
期
間
で
も
あ
る
の
で
、
基
礎
年
金
の

加
入
期
間
は
3
0
年
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
年
金
の
受
給
資
格
期
間
は
十
分

に
満
た
し
て
い
ま
す
。

　
A
子
さ
ん
は
6
0
歳
で
退
職
と
同
時
に

厚
生
年
金
を
も
ら
い
始
め
ま
す
。
こ
の

時
に
も
ら
う
年
金
を
老
齢
厚
生
年
金
と

い
い
ま
す
。
計
算
式
は
2
つ
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。

（3）
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1
つ
が
『
定
額
部
分
』
で
す
。
計
算

式
は
定
額
単
価
×
加
入
月
数
×
物
価
ス

ラ
イ
ド
率
と
な
り
ま
す
。
定
額
単
価
は

別
表
（
前
ペ
ー
ジ
）
で
ご
覧
の
よ
う
に

生
年
月
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
A

子
さ
ん
の
場
合
は
1
4
7
8
円
で
す
。

加
入
月
数
は
2
5
年
×
1
2
カ
月
で
3
0
0

月
で
す
。
物
価
ス
ラ
イ
ド
率
は
、
年
金

額
が
イ
ン
フ
レ
で
目
減
り
し
な
い
よ
う

に
、
毎
年
、
物
価
上
昇
分
だ
け
年
金
額

が
ア
ッ
プ
し
て
い
く
も
の
で
す
。
平
成

5
年
度
か
ら
の
ス
ラ
イ
ド
率
は
一
・

1
0
7
で
す
。
こ
れ
を
全
部
掛
け
る
と

約
4
9
万
円
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
年
額

で
す
か
ら
、
月
額
に
直
す
と
約
4
万

1
0
0
0
円
で
す
。

　
も
う
一
つ
の
計
算
式
が
『
報
酬
比
例

部
分
』
で
す
。
こ
れ
は
在
職
中
の
給
料

を
基
に
し
て
計
算
し
ま
す
。
給
料
が
多

い
人
ほ
ど
年
金
額
は
多
く
な
り
ま
す
。

　
計
算
式
は
「
平
均
標
準
報
酬
月
額
×

乗
率
×
加
入
月
数
×
物
価
ス
ラ
イ
ド
率
」

で
す
。
平
均
標
準
報
酬
月
額
と
は
在
職

中
の
給
料
の
平
均
額
で
す
。
女
性
の
場

合
は
男
性
よ
り
も
や
は
り
少
な
く
な
る

で
し
ょ
う
。
2
0
万
円
と
し
て
計
算
し
ま
し

ょ
う
。
乗
率
も
や
は
り
生
年
月
日
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。
別
表
の
よ
う
に
A

子
さ
ん
の
場
合
は
0
・
7
7
2
％
に
な

り
ま
す
。
加
入
月
数
は
3
0
0
カ
月
。

ス
ラ
イ
ド
率
は
同
じ
一
・
1
0
7
で
す
。

全
部
掛
け
る
と
、
5
1
万
3
0
0
0
円
ほ
ど

に
な
り
ま
す
。
月
額
に
し
て
約
4
万

3
0
0
0
円
。

　
定
額
部
分
と
報
酬
比
例
部
分
を
足
す

と
月
額
で
8
万
4
0
0
0
円
で
す
。
年

金
額
は
毎
年
少
し
ず
つ
ア
ッ
プ
し
て
い

き
ま
す
。
こ
の
額
は
い
ま
A
子
さ
ん
が

60
ﾎ
に
な
っ
た
も
の
と
仮
定
し
て
、
現

在
な
ら
こ
れ
だ
け
も
ら
え
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
加
入
期
間
が
少
な
い
の
で
、
年

金
額
も
低
く
な
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
厚
生
省
の
モ
デ
ル
年
金

は
、
男
性
の
場
合
で
、
3
4
年
加
入
し
て
、

平
均
給
料
が
2
9
万
円
ほ
ど
で
、
妻
が
い

る
ケ
ー
ス
で
月
に
約
2
2
万
円
（
妻
が
い

る
と
、
い
わ
ば
妻
帯
手
当
の
よ
う
な
加

給
年
金
が
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
）
で
す
。
女

性
の
場
合
で
も
、
3
0
年
以
上
勤
あ
れ
ば
、

十
分
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
ま
ず
ま
ず

の
年
金
を
も
ら
え
ま
す
。

　
A
子
さ
ん
が
6
5
歳
に
な
る
と
、
国
民

年
金
の
支
給
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
時

に
も
ら
う
年
金
を
老
齢
基
礎
年
金
と
い

い
ま
す
。
し
か
し
、
6
5
歳
ま
で
も
ら
っ
て

い
た
老
齢
厚
生
年
金
に
プ
ラ
ス
し
て
老

齢
基
礎
年
金
を
も
ら
え
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
定
額
部
分
が
6
5
歳
に
な
る

と
老
齢
基
礎
年
金
に
置
き
替
わ
る
と
考

え
て
く
だ
さ
い
。

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
2
0

歳
～
6
0
歳
ま
で
4
0
年
間
加
入
し
て
満
額

に
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
が
昭
和
3
6
年

に
で
き
た
時
に
、
す
で
に
中
高
齢
だ
っ

た
人
は
4
0
年
な
く
て
も
満
額
も
ら
え
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
満
額
は
平
成
5
年

度
価
格
で
月
に
6
万
1
4
9
2
円
で

す
。
4
0
年
よ
り
加
入
期
間
が
短
け
れ
ば
、

そ
の
分
、
年
金
額
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
A
子
さ
ん
の
場
合
は
、
2
0
歳
か
ら
2
2
歳

ま
で
の
大
学
生
だ
っ
た
2
年
間
は
何
の

年
金
に
も
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
2
7
歳
か
ら

35

ﾎ
ま
で
の
8
年
間
も
同
じ
で
す
。
つ

ま
り
1
0
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。

A
子
さ
ん
は
4
0
年
入
れ
る
と
こ
ろ
を
3
0

年
し
か
基
礎
年
金
に
は
加
入
し
て
い
ま

せ
ん
。
4
0
年
で
満
額
で
す
か
ら
、
3
0
年
だ

と
、
満
額
の
7
5
％
で
4
万
6
1
1
9
円

に
な
り
ま
す
。
定
額
部
分
よ
り

5
0
0
0
円
ほ
ど
多
く
な
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
A
子
さ
ん
は
6
5
歳
か
ら
は

4
万
6
0
0
0
円
ほ
ど
に
報
酬
比
例
部

分
の
4
万
3
0
0
0
円
ほ
ど
を
合
わ
せ

て
8
万
9
0
0
0
円
を
も
ら
え
ま
す
。

　
意
外
に
少
な
い
、
と
思
っ
た
方
が
ほ

と
ん
ど
で
し
ょ
う
。
と
て
も
生
活
で
き

る
よ
う
な
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
や

は
り
、
2
0
万
円
ぐ
ら
い
な
い
と
、
老
後
の

生
活
設
計
の
太
い
柱
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

高
校
や
大
学
を
出
た
ら
、
6
0
歳
く
ら
い
ま

で
は
ず
う
っ
と
働
い
て
い
か
な
い
と
、
2
0

万
円
は
ほ
ど
遠
い
額
で
す
。
夫
婦
で
長

い
間
、
共
稼
ぎ
す
れ
ば
、
合
わ
せ
て
3
0

万
円
か
ら
4
0
万
円
の
年
金
が
期
待
で
き

ま
ず
か
ら
、
老
後
保
障
は
ま
ず
ま
ず
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
年
金
歴
は
一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
の

で
、
数
字
を
当
て
は
め
て
あ
な
た
も
計

算
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
厚
生
年
金
の

加
入
期
間
が
、
結
婚
前
の
O
L
期
間
の

4
、
5
年
ほ
ど
し
か
な
く
、
し
か
も
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
こ
な
か
っ
た

方
だ
と
、
年
金
額
は
き
わ
め
て
少
な
く

な
り
ま
す
。

●
個
人
年
金
に
つ
い
て

　
こ
こ
で
、
参
考
ま
で
に
、
生
命
保
険

会
社
な
ど
で
扱
っ
て
い
る
個
人
年
金
に

つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
公

的
年
金
で
は
足
り
な
い
額
を
自
助
努
力

で
少
し
で
も
補
助
し
よ
う
と
、
最
近
は

も
の
す
ご
い
勢
い
で
加
入
者
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
若
い
時
か
ら
加
入
し
続
け
て
い
れ
ば
、

個
人
年
金
を
受
け
取
る
ま
で
に
、
そ
れ

だ
け
保
険
料
を
払
い
込
む
期
間
が
長
く

な
る
し
、
死
亡
率
も
低
い
の
で
、
保
険

料
は
少
な
く
て
済
み
ま
す
が
、
4
0
歳
台
か

ら
入
る
と
、
そ
の
逆
で
保
険
料
も
高
く

な
り
ま
す
。
個
人
年
金
の
額
も
、
イ
ン

（4）
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フ
レ
を
考
え
る
と
、
現
在
価
格
で
月
に
少

な
く
と
も
1
0
万
円
ぐ
ら
い
は
欲
し
い
も

の
で
す
。
具
体
例
で
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　
個
人
年
金
に
は
大
き
く
分
け
て
2
つ

の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
1
0
年
と
か
1
5

年
、
年
金
を
も
ら
う
期
間
が
決
ま
っ
て

い
る
「
確
定
年
金
」
と
、
亡
く
な
る
ま

で
一
生
涯
も
ら
え
る
「
終
身
年
金
」
で

す
（
※
）
。
終
身
年
金
は
や
は
り
長
生
き

し
な
い
と
損
で
す
。
終
身
年
金
に
は
ふ

つ
う
1
0
年
の
保
証
期
間
が
あ
っ
て
、
も
ら

い
始
め
て
か
ら
す
ぐ
に
亡
く
な
っ
て
も
、

残
り
の
期
間
分
の
年
金
は
遺
族
に
支
払

わ
れ
ま
す
。
確
定
年
金
も
同
様
で
す
。

　
も
ら
い
始
め
る
年
齢
も
、
6
0
歳
か
ら
と

65
ﾎ
か
ら
が
一
般
的
で
す
。
公
的
年
金
と

同
時
に
も
ら
っ
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　
3
0
歳
で
「
1
0
年
確
定
年
金
」
に
加
入

し
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
保
険
料
は
月
に

1
万
8
0
0
0
円
ほ
ど
。
3
0
年
払
い
続
け

て
6
0
歳
か
ら
も
ら
い
始
め
ま
す
。
保
険

料
の
合
計
額
は
約
6
6
6
万
円
で
、
6
0
歳

か
ら
年
額
で
2
5
0
万
円
ほ
ど
も
ら
え

ま
す
。
配
当
金
が
付
く
の
で
、
年
金
額

は
年
々
増
え
て
6
9
歳
の
時
に
は
2
7
0

万
円
ほ
ど
も
ら
え
ま
す
。
月
に
約
2
2
万

円
。
3
0
年
後
の
イ
ン
フ
レ
を
考
え
な
い

で
、
今
の
お
金
に
す
れ
ば
ぐ
っ
と
頼
り

に
な
る
額
で
す
ね
。
1
0
年
間
に
も
ら
う
合

計
額
は
ざ
っ
と
2
6
0
0
万
円
ほ
ど
に

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
と
同
じ
額
を
も
ら
う
の
に
、
仮

に
4
5
歳
か
ら
加
入
す
る
と
、
保
険
料
は

月
に
3
万
4
0
0
0
円
ほ
ど
で
、
年
金

を
も
ら
い
始
め
る
の
も
6
5
歳
か
ら
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
や
、
こ
ん
な
に

保
険
料
を
払
え
な
い
と
い
う
人
は
、
保

険
料
を
半
分
に
す
れ
ば
、
も
ら
う
年
金

も
ざ
っ
と
半
分
に
な
り
ま
す
。

　
同
じ
条
件
で
「
終
身
年
金
」
に
入
る

と
、
6
0
歳
か
ら
も
ら
う
年
金
は
1
7
0
万

円
ほ
ど
で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
も
ら
う

分
だ
け
、
確
定
年
金
よ
り
か
な
り
少
な

く
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
以
上
）

※
確
定
年
金
と
終
身
年
金

　
一
般
に
「
確
定
年
金
」
は
公
的
年
金

の
給
付
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
つ
な
ぎ

資
金
に
、
「
終
身
年
金
」
は
公
的
年
金
や

企
業
年
金
の
不
足
分
を
補
う
の
に
向
い

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
以
下
、
追
加
と
し
て
、
老
後
の
生
活

資
金
が
ど
の
程
度
必
要
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
ま
す
。

●
老
後
の
生
活
資
金
は
い
く
ら
必
要
？

　
老
後
の
生
活
資
金
が
個
人
に
総
額
い

く
ら
必
要
か
は
実
際
の
と
こ
ろ
計
算
不

可
能
で
す
。
何
歳
ま
で
生
き
る
か
、
い

つ
何
が
起
こ
っ
て
ど
う
な
る
か
等
々
、
予

測
の
し
よ
う
も
な
い
か
ら
で
す
。
と
は

い
え
、
大
方
の
額
が
わ
か
っ
て
い
な
い

と
備
え
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
や

は
り
計
算
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
で
は
ど
う
計
算
す
る
と
い
い
の
か
？

　
ま
ず
、
も
し
今
自
分
が
老
後
を
過
ご

し
て
い
る
と
し
た
ら
ー
カ
月
に
必
要
と

す
る
生
活
資
金
は
い
く
ら
い
く
ら
か
を

考
え
て
み
ま
す
（
こ
の
場
合
、
趣
味
や

も
し
も
の
と
き
の
た
あ
の
ゆ
と
り
分
も

加
算
し
て
お
く
）
。
考
え
た
ら
次
に
は
そ

の
額
に
未
来
の
物
価
上
昇
分
を
プ
ラ
ス

し
（
1
・
1
～
1
。
5
程
度
を
掛
け
る

と
よ
い
）
、
自
分
が
生
き
る
と
思
わ
れ
る

カ
月
数
を
掛
け
ま
す
。
す
る
と
老
後
に

必
要
な
資
金
の
総
額
が
出
ま
す
。

　
例
え
ば
、
月
2
0
万
円
必
要
と
い
う
人

が
6
0
歳
か
ら
平
均
寿
命
の
8
5
歳
ま
で
生

き
る
と
し
た
ら
、
2
0
万
円
×
1
・
1
倍
×

（
1
2
×
2
5
）
カ
月
1
1
6
6
0
0
万
円
が
老

後
に
必
要
な
生
活
資
金
の
総
額
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
自
分
で
用
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
分
が
い
く
ら
か
を
計
算
す

る
に
は
、
一
カ
月
に
必
要
な
生
活
資
金

か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
一
カ
月
あ
た
り
に

も
ら
え
る
年
金
分
を
引
い
て
お
い
て
同

じ
計
算
を
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
。
例

え
ば
先
の
2
0
万
円
の
入
が
年
金
を
6
0
歳

か
ら
月
々
平
均
8
万
円
も
ら
え
る
と
し

た
ら
、
（
2
0
1
8
）
万
円
×
1
・
1
倍
×

（
1
2
×
2
5
）
カ
月
1
1
3
9
6
0
万
円
と
な

り
、
こ
れ
が
自
分
で
用
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
資
金
総
額
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
は
か
な
り
の
ど
ん
ぶ
り
勘
定
で

す
が
、
元
々
予
測
が
立
て
ら
れ
な
い
も

の
だ
け
に
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

こ
れ
で
も
老
後
計
画
を
立
て
る
際
に
は

か
な
り
役
に
立
つ
は
ず
。
ま
っ
た
く
の

白
紙
状
態
の
ま
ま
何
も
し
な
い
で
い
る

よ
り
マ
シ
で
し
ょ
う
。

　
「
こ
ん
な
額
を
ど
う
ず
れ
ば
い
い

の
！
」
と
い
う
ゲ
ン
ジ
ツ
と
直
面
す
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
だ
け
に
、
不
安

で
計
算
す
る
の
が
怖
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
年
金
と
老
後
の
必
要
資
金
に
つ

い
て
の
計
算
は
、
老
後
計
画
を
立
て
よ

う
と
思
う
な
ら
絶
対
必
要
。
一
度
じ
っ

く
り
テ
ー
ブ
ル
の
前
に
座
っ
て
計
算
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
映
画
の
紹
介
】

★
1
0
歳
の
娘
が
い
る
せ
い
か
、
他
人
事

に
思
え
な
か
っ
た
2
作
品
。

★
母
親
に
売
春
を
さ
せ
ら
れ
て
い
た
離

婚
家
庭
の
1
1
歳
の
少
女
が
施
設
に
入
る

ま
で
の
旅
を
描
い
た
イ
タ
リ
ア
映
画

「
小
さ
な
旅
人
」

★
相
米
慎
二
監
督
の
「
お
引
越
し
」
は
両

親
の
別
居
に
揺
れ
る
小
入
の
少
女
の
話
。

（5）
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越
計
簿
a
開

讐

第
8
5
回

大
阪
府
　
O
さ
ん

　
【
家
族
構
成
】

　
　
私
　
3
3
歳
（
会
社
員
）

　
　
長
男
　
8
歳
（
小
学
校
2
年
）

　
　
長
女
　
6
歳
（
保
育
園
年
中
）

　
【
住
居
】

　
　
3
L
D
K
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
★

　
2
年
3
カ
月
ほ
ど
前
、
夫
が
突
然
家

を
出
て
い
っ
て
別
居
中
で
す
。

　
夫
が
出
て
い
っ
た
当
時
は
専
業
主
婦

で
し
た
か
ら
、
そ
の
約
3
カ
月
後
か
ら

パ
ー
ト
（
週
3
0
時
間
、
大
学
の
情
報
処

理
室
の
事
務
）
に
出
、
ま
た
小
学
校
高

学
年
用
の
学
習
教
材
作
成
の
内
職
を
土

日
を
利
用
し
て
始
め
ま
し
た
（
内
訳
の

原
稿
料
と
は
こ
の
こ
と
）
。

　
養
育
費
の
取
り
決
め
は
特
に
な
い
の

で
す
が
、
最
初
月
々
1
7
万
円
だ
っ
た
の

が
今
で
は
隔
月
で
1
5
万
と
だ
ん
だ
ん
減

っ
て
お
り
、
今
後
は
ほ
と
ん
ど
当
て
に

で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
れ
は
も
う
無
い

も
の
と
し
て
今
の
と
こ
ろ
す
べ
て
貯
蓄

に
回
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
住
居
は
夫
名
義
の
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
で
夫
方
が
ロ
ー
ン
を
払
っ
て
い

る
の
で
、
住
居
費
は
管
理
費
と
年
間
約

9
万
円
の
固
定
資
産
税
を
払
う
だ
け
で

済
ん
で
い
ま
す
。
も
し
こ
こ
に
住
め
な

く
な
っ
て
も
い
ざ
と
な
れ
ば
奈
良
に
あ

る
実
家
へ
帰
れ
る
の
で
気
は
楽
で
す
。

　
食
費
が
か
さ
ん
で
い
る
の
は
、
上
の

子
の
友
達
が
3
、
4
人
頻
繁
に
家
に
遊

び
に
来
る
の
で
す
が
、
そ
の
彼
等
の
た

め
に
お
菓
子
を
用
意
す
る
か
ら
で
す
。

　
娯
楽
費
は
ほ
と
ん
ど
使
い
ま
せ
ん
。

何
を
す
る
よ
り
今
は
子
ど
も
と
遊
ぶ
の

が
楽
し
い
の
で
特
に
必
要
な
い
の
で
す
。

休
日
の
遅
い
朝
、
き
ち
ん
と
干
さ
れ
た

洗
濯
物
の
横
で
下
の
子
と
ま
ま
ご
と
を

し
て
い
る
時
、
も
し
か
し
て
こ
れ
が
私

の
幸
せ
な
の
か
も
…
な
ん
て
思
い
ま
す
。

　
洋
服
は
、
季
節
ご
と
に
子
ど
も
と
自

分
の
必
要
な
も
の
を
買
う
以
外
は
靴
下

等
の
消
耗
品
を
買
う
程
度
で
す
。
散
髪

は
自
分
の
も
の
も
子
ど
も
の
も
の
も
私

が
や
り
ま
す
。
化
粧
品
等
に
お
金
を
使

う
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
す
が
、

「
モ
ト
が
い
い
か
ら
」
と
（
虚
し
い
）
自

己
暗
示
を
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
は
こ
れ
か
ら
も
継
続
的
に
か

か
る
も
の
で
す
。
下
の
子
が
ぜ
ん
そ
く

持
ち
で
月
に
数
回
は
内
科
に
か
か
り
ま

す
し
、
ま
た
2
人
と
も
顎
の
骨
格
の
関

係
で
歯
列
矯
正
の
治
療
や
手
術
の
必
要

が
あ
る
か
ら
で
す
。
歯
の
矯
正
は
今
は

ま
だ
上
の
子
し
か
や
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
が
年
間
約
1
4
万
か
か
り
ま
す
。

　
貯
蓄
は
、
家
か
ら
最
も
遠
い
と
こ
ろ

に
あ
る
郵
便
局
の
定
額
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
夫
が
出
て
い
っ
た
と
き
の
貯
蓄

残
高
は
9
万
円
。
こ
れ
を
見
た
と
き
「
と

に
か
く
お
金
が
欲
し
い
！
　
お
金
を
貯

め
た
い
1
」
と
思
い
、
そ
れ
以
来
貯
蓄

に
は
で
き
る
限
り
努
め
て
い
ま
す
。
お

か
げ
で
今
ま
で
に
当
初
の
1
0
倍
く
ら
い

貯
め
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
★

　
実
は
今
年
1
月
、
コ
ン
ピ
ュ
：
タ
関

連
の
会
社
に
運
良
く
就
職
が
決
定
。
そ

の
た
め
現
在
の
家
計
内
容
は
こ
れ
と
は

少
し
異
な
っ
て
い
ま
す
。
教
材
作
製
の

仕
事
は
辞
め
た
の
で
収
入
総
額
が
1
5
万

に
、
養
育
費
が
隔
月
1
0
万
円
へ
と
ダ
ウ

ン
し
た
の
で
す
。
収
入
の
総
額
が
減
っ

た
分
は
食
費
や
貯
蓄
部
分
を
切
り
詰
め

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
貯

蓄
は
元
の
1
0
万
円
ラ
イ
ン
を
維
持
し
た

い
。
な
ぜ
な
ら
最
後
に
頼
り
に
な
る
の

は
現
金
だ
と
肝
に
銘
じ
て
思
う
か
ら
（
大

阪
人
だ
な
あ
）
。
今
は
保
険
よ
り
何
よ
り

と
に
か
く
現
金
を
貯
め
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
働
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

ま
た
同
時
に
勉
強
を
重
ね
、
簿
記
や
情

報
処
理
の
資
格
を
数
年
の
う
ち
に
取
っ

て
、
会
社
の
中
で
の
自
分
の
役
割
を
十

分
果
た
せ
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
は
ま
だ
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
の
研
修
段
階
で
す
が
…
。

　　　　　家計簿内訳

　　　　（1992年11月分）

〔収　入〕

パート収入　　　　　　　　110，000円

原稿料　　　　　　　　　　75，000円

養育費　　　　　　　　　　75，000月

計　　　　　　　　　 260，000円
〔支　出〕

食費　　　　　　　　　　　　70，000円

教育費（子ども書籍含む）　　6，000円

保育料および学童保育　　　　3，000円

光熱費（電話代、

　NHK受信料含む）　　　　26，000円

水道料（2カ月分）　　　　　3，700円

管理費　　　　　　　　　　18，485円

教育娯楽費（新聞代含む）　　4，500円

被服費　　　　　　　　　　　10，000円

住居備品費　　　　　　　　　3，000円

医療・衛生費（姑娘正代含む）　8，800円

貯蓄　　　　　　　　　　　100，000円

その、．、・　む6515
計 260，000円

（6）










